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（報道関係資料） 

2026 年 9 月 17 日  

                                  

ＪＰＲ、芙蓉総合リース主催の「CLO・物流責任者のための物流効率化改革セミナー」に登壇 

ＪＰＲの中長期計画、お客さま企業とともに取り組む改善事例をテーマに 

 

日本パレットレンタル株式会社（東京都千代田区 代表取締役社長 二村 篤志）は、芙蓉総合

リース株式会社（東京都千代田区、代表取締役社長 織田 寛明）が主催し、2026 年 10 月 7

日（水）、１１月 11 日(水)に実施する「CLO・物流責任者のための物流効率化改革セミナー」に

登壇します。 

 改正物流効率化法による中長期計画の提出が迫るこの時期に、策定から実践へ――。ＣＬＯ

の次の一手に役立つオンラインセミナーです。 

 

第一回 改正物効法対策 経営思考の中長期計画の策定方法 

 

開催日時：2026 年 10 月 7 日（水）１５：００～１６：００ 

開催形式：オンライン（Zoom Webinar）・参加費無料 

お申込み・詳細：https://bpo.fgl.co.jp/l/1077053/2026-08-23/kdz6kj 

 

第二回 荷役・荷待ち時間短縮と積載率向上を実現した５つの現場改革アプローチ 

 

開催日時：2026 年 11 月 11 日（水）15:00～16:00 

開催形式：オンライン（Zoom Webinar）・参加費無料 

お申込み・詳細：https://bpo.fgl.co.jp/l/1077053/2026-08-23/kdz6kx 

 

主催：芙蓉総合リース株式会社 

共催：日本パレットレンタル株式会社 

 

https://bpo.fgl.co.jp/l/1077053/2026-08-23/kdz6kj
https://bpo.fgl.co.jp/l/1077053/2026-08-23/kdz6kx
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●登壇者紹介 

日本パレットレンタルと芙蓉総合リースは、長年にわたる強固なパートナーシップにより、ソリ

ューションの導入・運営からファイナンスまで、物流課題の解決に取り組む企業をサポートして

います。本セミナーでは、多数の企業と物流の効率化に取り組んできた三名が、それぞれの経

験を交えながら、これからの物流を皆様と考えます。 

 

 
穴沢岳美 

日本パレットレンタル株式会社 取締役 物流統括管理者 

1988 年当社入社。2024 年取締役、2026 年物流統括管理者に

就任。レンタルパレットの供給を担う生産部門を管掌し、自動化技術

や AI の現場導入を推進。パートナー企業との協力を通じて、供給体

制と運送ネットワークの強化に取り組む。※第一回に登壇 

 

 

 

 

宇田裕司 

日本パレットレンタル株式会社 執行役員 

2002 年当社入社。2022 年より現職。営業部門を管掌し、標準パ

レットによる一貫パレチゼーションの普及を推進。企業間の協調や多

様な関係者間の調整など、現代のＣＬＯが抱える課題に 20 年以上

併走してきた経験を活かし、ＤＸや共同輸送の提案にも力を注いで

いる。※第一回、第二回に登壇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小宮大作 

芙蓉総合リース株式会社 物流ソリューション部 部長 

芙蓉総合リースでロジスティクスドメインの立ち上げに従事。複数部

署を渡り歩き培ってきたファイナンス、物流、不動産の知見を活か

し、自動化に留まらずサプライチェーン全体の顧客課題を解決に導

く。※第一回、第二回に登壇 

 

 

 

  



 3 / 5 

 

第一回 改正物効法対策 経営思考の中長期計画の策定方法 

 

●開催概要 

開催日時：2026 年 10 月 7 日（水）15:00～16:00 

開催形式：オンラインウェビナー（Zoom Webinar） 

参加費：無料（事前登録制） 

主催：芙蓉総合リース株式会社 

共催：日本パレットレンタル株式会社 

 

●ウェビナー概要 

いよいよ 10 月に提出期限が迫る「中長期計画」。物流に携わる皆様にとって、計画の策定や具体

的な対策の検討が大詰めを迎える時期です。 

本ウェビナーでは、日本パレットレンタル株式会社の取締役 物流統括管理者（CLO）穴沢 岳美 

氏が登壇します。同社が先駆者として推進する物流変革の実例を基に、特定荷主としての責任を果

たすにとどまらない、経営視点での戦略立案の「あり方」を考察します。これからの物流に必要な上

位概念から、未来の物流網を再構築するための戦略的思考について解説します。 

さらに、日本パレットレンタル株式会社が推進する一貫パレチゼーションや物流 DXの最新ソリュ

ーションに加え、芙蓉総合リースによるファイナンスの視点を交えた統合的な支援策もご紹介しま

す。中長期計画を提出のための書類に終わらせず、物流課題の解決と次の投資判断につなげたい

皆様に、ぜひご参加いただきたい内容です。 

 

●アジェンダ 

１）オープニング：本セミナーの論点・本日のゴール（登壇者：芙蓉総合リース株式会社 物流ソリュー

ション部 部長 小宮大作） 

 

２）基調講演：経営思考の中長期計画とは －改正物効法がもたらす変革と持続可能な物流戦略の

再構築（登壇者：日本パレットレンタル株式会社 取締役 物流統括管理者 穴沢岳美） 

 

３）ソリューション解説：物流 DX～シェアリング～一貫パレチゼーション等の網羅的なソリューショ

ン概略の紹介（登壇者：日本パレットレンタル株式会社 執行役員 宇田裕司） 

 

４）質疑応答（登壇者：日本パレットレンタル株式会社 取締役 物流統括管理者 穴沢岳美） 

 

５）総合支援提案：CLO/物流責任者が直面する経営における物流課題の向き合い方をファイナン

ス視点を交えて解説（登壇者：芙蓉総合リース株式会社 物流ソリューション部 部長 小宮大作） 

 

６）クロージング：（登壇者：芙蓉総合リース株式会社 物流ソリューション部 部長 小宮大作） 

 

※プログラムの内容は予告なく変更となる場合がございます。 

 

第二回 荷役・荷待ち時間短縮と積載率向上を実現した５つの現場改
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革アプローチ 
 

●開催概要 

開催日時：2026 年 11 月 11 日（水）15:00～16:00 

開催形式：オンラインウェビナー（Ｚｏｏｍ Ｗｅｂｉｎａｒ） 

参加費：無料（事前登録制） 

主催：芙蓉総合リース株式会社 

共催：日本パレットレンタル株式会社 

 

●ウェビナー概要 

物効法改正により求められる「省人化」と「時間効率」の向上。これらの課題を解決するための効率

化の原点は、「運び方」を見直すことにあります。 

本ウェビナーでは、日本パレットレンタル株式会社 執行役員 宇田裕司氏が登壇し、荷主企業が直

面する積載効率、荷待ち時間、省人化、コストといった課題に対し、どのような解決策があるのかを

具体的に解説します。実際の導入企業における成功事例を交えながら、現状の運用とのギャップを

明らかにし、改善への道筋を提示します。 

さらに、芙蓉総合リースがファイナンスの視点から、共同輸送やモーダルシフトを見据えたこれから

の物流戦略と、それを実現するための投資戦略について一気通貫でご提案します。中長期的な物流

の最適化を目指す皆様にとって、必見の内容です。 

 

●アジェンダ 

１）オープニング：物効法改正の論点と数値目標／なぜ「運び方」が効率化の原点か（登壇者：芙蓉総

合リース株式会社 物流ソリューション部 部長 小宮大作） 

 

２）顧客課題の整理：荷主・ＣＬＯが直面する課題と解決策（積載効率・荷待ち時間・省人化・コストの

視点）（登壇者：日本パレットレンタル株式会社 執行役員 宇田裕司） 

 

３）ソリューション解説：課題の解決方法として、ソリューションの概念や導入効果・顧客メリット・共

同輸送も見据えた打ち手を解説（登壇者：日本パレットレンタル株式会社 執行役員 宇田裕司） 

 

４）総合支援提案：中長期を見据えた共同輸送やモーダルシフトを実現する投資戦略と、網羅的な

総合的支援について説明（登壇者：芙蓉総合リース株式会社 物流ソリューション部 部長 小宮大作）  

 

５）クロージング：質疑応答・個別のご案内（登壇者：芙蓉総合リース株式会社 物流ソリューション部 

部長 小宮大作） 

 

※プログラムの内容は予告なく変更となる場合がございます。 

 

■ 本件に関するお問い合わせ先 

日本パレットレンタル株式会社 広報部 広報グループ 那須 

Tel： 03-6895-5215 ／Mail： pr@jpr.co.jp ／ URL： https://www.jpr.co.jp 

 

mailto:pr@jpr.co.jp
https://www.jpr.co.jp/
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日本パレットレンタルの過去のリリースはこちら↓ 

https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/102973 

 

https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/102973

